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公的ミクロデータの利用技術と
研究利用の環境整備

• 公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム
–公的ミクロデータ分析の普及・啓発
–公的ミクロデータの研究利用促進に係る学官産
連携の推進

–オンサイト施設の設置・運用に係る課題の検討
• 公的ミクロデータの利用技術の基盤研究
–データ統合，リンケージ技術
–秘匿処理，匿名化技術
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ミクロデータ（調査票情報）とは？
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オンサイト利用全体の概
要
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公的統計ミクロデータ
研究コンソーシアムの活動
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公的統計ミクロデータ研究コンソーシ
アム

• 公的統計ミクロデータの研究利用（二次的利用）
を促進するための環境の整備するために2017
年に設立

– 利用手続きの煩雑さ、利用機会の少なさにより、少
数の研究者に利用が限定

• 公的統計ミクロデータの研究利用促進に係る学
官産連携の推進

• 公的統計ミクロデータ分析の普及・啓発
• オンサイト利用によるミクロデータの研究利用の
推進
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組織体制
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評議会

運営委員会

議長 藤井良一 情報・システム研究機構

事務局

委員長 南和宏 統計数理研究所
副委員長 伊藤伸介 中央大学

情報・システム研究機構
データサイエンス共同利用基盤施設
社会データ構造化センター

コンソーシアムの顧問機関

コンソーシアムの実働担当



評議会 評議委員名簿

• 議長 藤井良一 情報・システム研究機構機構長

• 川崎茂 日本大学経済学部特任教授

• 北村行伸 立正大学経済学部教授

• 玄田有史 東京大学社会経済研究所教授

• 佐和隆光 公益財団法人国際高等研究所副所長

• 椿広計 統計数理研究所所長

• 岡部寿男 京都大学学術情報メディアセンター教授

• 松林洋一 神戸大学経済経営研究所研究科長

• 杉山学 群馬大学社会情報学部教授

• 南和宏 統計数理研究所教授

• 山下智志 統計数理研究所副所長/教授
• 渡邉聡広島大学高等教育研究センター教授
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運営委員会 委員一覧

• 委員長 南和宏 統計数理研究所教授
• 副委員長 伊藤伸介 中央大学経済学部教授
• 山下智志 統計数理研究所副所長/教授
• 岡本基 情報・システム研究機構戦略企画本部 主任URA/
特任准教授

• 稲垣好展 総務省政策統括官(統計基準担当)室参事官
• 佐藤紀明 総務省統計局統計調査部調査企画課課長
• 高部勲 総務省統計局統計データ利活用センターセン
ター長

• 三神均 （独）統計センター情報技術センター統計情報提供
課課長

9



10

公的統計ミクロデータ
研究コンソーシアム

科学研究費補助金 基盤研究（A)
「政府統計ミクロデータの構造化と
研究利用プラットフォームの形成」

議長
情報システム・研究機構
藤井 良一

委員長
統計数理研究所
南 和宏

研究代表者：椿広計統計数理研究所名誉教授
研究分担者：⼭下智志、南和宏、岡本基

総務省
政策
統括官室

総務省
統計局

（独）統計
センター

総務省
統計研究
研修所

統計数理研究所 ⼀橋⼤学 ⻘⼭学院⼤学 慶應義塾⼤学

プラットフォーム
分科会

データ構造化
分科会

利用普及促進
分科会

評議会

運営委員会

事務局

副委員長
中央大学
伊藤伸介

国際ミクロ統計
データベース

山下 智志、岡本 基、
馬場 康維 名誉教授

（公財）
統計情報
研究開発
センター

情報システム・
研究機構
データサイエンス
共同利⽤基盤施設



コンソーシアム会員
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総務省
政策

統括官室

総務省
統計局

（独）統計
センター

総務省
統計
研修所

コンソーシアム
会員

オンサイト施設の
利用者

（公的統計分野）

オンサイト施設
責任者

と運営協力者

１号、２号会員
３号会員

４号会員

現在７３名



今年度の主な活動

• コンソーシアム・シンポジウム開催（2020年11月）
– Zoomウェビナーによるオンライン開催
– 参加者：111名

• Webサイトのリニューアル
– URL: jmodc.org

• 会員向けのアンケートの実施
– Googleフォーム回答によるオンラインアンケート
– 実施対象：コンソーシアム会員（73名）
– 回答数：24名
– 質問内容：公的ミクロデータの利用状況，オンサイト施設の利用意向・経
験

• 日本統計学会第16回統計活動賞受賞
– 受賞記念講演を統計関連学会連合大会で実施
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シンポジウムの開催概要
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資料 12 

 

2021 年 1 月 6 日（水） 

 

公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムシンポジウム 2020 

開催報告 

 

＜開催概要＞ 

n 公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムシンポジウム 2020 

【日時】2020 年 11月 16 日（月） 10時 00 分～16時 55 分 

【開催方式】ZOOM ウェビナーによるオンライン開催 

【主催】公的統計ミクロデータ研究コンソーシアム事務局 

【共催】統計数理研究所リスク解析戦略研究センター 

【プログラム】 

＜午前の部 10:00-11:30＞ オンサイト利用に関するチュートリアル 

 司会：岡本 基（情報・システム研究機構） 

開会挨拶 

  南 和宏（統計数理研究所） 

「統計データ利活用センターにおけるオンサイト利用推進の取組」 

 高部 勲（総務省統計局 統計データ利活用センター） 

「調査票情報のオンサイト利用要件解説と利用事例紹介」 

 阿部 穂日（独立行政法人統計センター 統計情報提供課） 

「公的ミクロデータ、因果推論と EBPM：オンサイト施設で国勢調査を利用した経験談」 

 張 俊超（統計数理研究所） 

＜午後の部 13:30-16:55＞ 公的統計ミクロデータ研究コンソーシアムシンポジウム 

 総合司会：南 和宏（統計数理研究所） 

開催挨拶 

 藤井 良一（情報・システム研究機構） 

＜第 1セッション「統計行政と EBPM」＞ 

 司会：南 和宏（統計数理研究所） 

「統計行政の最近の動向」 

  岩佐 哲也（総務省大臣官房） 
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「統計委員会の公的統計への取り組みと課題」 

 北村 行伸（立正大学） 

「労働政策のあり方と統計整備－EBPMの役割をまじえて」 

 神林 龍（一橋大学） 

「公的統計ミクロデータやアンケートなどを活用した EBPM の取組」 

 田邑聡子、吉田敦史（長崎県統計課） 

＜第 2セッション「ミクロデータのデータ結合と利用技術」＞ 

 司会：白川 清美（一橋大学） 

「大規模低質データと小規模高質データのデータ結合による分析」 

   山下 智志（統計数理研究所） 

「モデルに基づくアプローチによる小領域ごとの推定---公的ミクロデータ活用を目指して」 

  廣瀬 雅代（九州大学） 

「ミクロデータの利活用と国際連携」 

   白川 清美（一橋大学） 

閉会挨拶 

 

＜参加者数と内訳＞ 

登録区分 人数 

大学・研究所 63 名 

官公庁 31名 

民間企業 11名 

学生 2名 

その他 4 名 

合計 111 名 
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コンソーシアム・ウェブサイト
(http://jmodc.org)
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アンケート集計結果概要

• 利用者が使う分析は、記述統計、グラフ可視化、回帰分析、多変
量解析等の基本的手法が多い。

• 利用数が多い調査票情報は、国勢調査、全国消費実態調査、社
会生活基本調査。ただし、匿名データでは、社会生活基本調査が
一番利用数が多い。

• 分析ソフトは、Excel, RStudioに加え、Stata, SPSSもよく使われてい
る。

• 約9割の回答者がオンサイト施設の利用意向あり。
• オンサイト施設の設置希望は、南関東に続き、北九州が多い。
• オンサイトの利用開始までの所要時間が３ヶ月以上が8件中４件
あり、また申請手続きが書類の作成、やり取り等が大変であったと
いう意見が半数程度あった。

• 現状、コンソーシアムに対しては、ミクロデータの具体的な利用方
法、メリット、利用体験等に関する情報提供が期待されている。
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今後の活動予定

• 会員向けの情報発信の強化
– ニュースレターの発行

• 擬似データを用いたミクロデータ分析のワークショップ開催
• 会員の要望（欲しいデータ等）を官側に伝える機会の提供

– アンケート等による意見の集約
– シンポジウム等による意見交換会の開催

• 技術的課題を検討するタスクフォースの設置
– EBPM – どのような情報、分析結果がエビデンスとなりうるか？また対象領
域は？

– データリンケージ（構造化） - パネルデータ、行政記録情報との結合の実現
性

– 匿名化技術等
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公的ミクロデータの
分析結果の秘匿処理

17



オンサイト利用におけるプライバシー
保護と安全性審査
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研究者 各種調査の
個票データ

探索型の
データ分析

安全性
審査

オンサイト施設

中央データ
管理施設

リモート
アクセス

訪問

分析結果
安全な
分析結果

審査者

統計開示抑制



統計表の例

P1 P2 P3 P4 P5 合計
M1 20 15 30 20 10 95
M2 72 20 1 30 10 133
M3 38 38 15 40 2 133
合計 130 73 46 90 22 361

P1 P2 P3 P4 P5 合計
M1 360 450 720 400 360 2290
M2 1440 540 22 570 320 2892
M3 722 1178 375 800 363 3438
合計 2522 2168 1117 1770 1043 8620

職業

地
域

地
域
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度数表
（職業・地域が
⼀致する
レコード数）

職業

数量表
（収⼊の総和）



外部者による攻撃

P1 P2 P3 P4 P5 合計
M1 20 15 30 20 10 95
M2 72 20 1 30 10 133
M3 38 38 15 40 2 133
合計 130 73 46 90 22 361

P1 P2 P3 P4 P5 合計
M1 360 450 720 400 360 2290
M2 1440 540 22 570 320 2892
M3 722 1178 375 800 363 3438
合計 2522 2168 1117 1770 1043 8620

地
域

地
域
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職業

度数表
（職業・地域が
⼀致する
レコード数）

数量表
（収⼊の総和）

職業



P1 P2 P3 合計

M1 20 24 28 72

M2 38 38 40 116

M3 40 39 42 121

合計 98 101 110 309

機密セルの秘匿には
２次秘匿処理が不可欠
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集計表
P1 P2 P3 合計

M1 20 24 28 72

M2 38 38 NA 116

M3 40 39 42 121

合計 98 101 110 309

１次
秘匿

P1 P2 P3 合計

M1 NA 24 NA 72

M2 NA 38 NA 116

M3 40 39 42 121

合計 98 101 110 309

２次
秘匿

占有性ルール
を侵害



安全性の検証には、秘匿セル変数の可
能区間（秘匿インターバル）の確認が必

要
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P1 P2 P3 合計

M1 x11 24 x13 72

M2 x21 38 x23 116

M3 40 39 42 121

合計 98 101 110 309

1. 最小値問題 2. 最大値問題

拘束条件:

秘匿インターバル w = max x23 – min x23 =  68 – 20 = 48 > 10

拘束条件:𝑥!! +𝑥!" = 72− 24 = 48
𝑥#! +𝑥#" = 116− 38 = 78
𝑥!! +𝑥#! = 98− 40 = 58
𝑥!" +𝑥#" = 110− 42 = 68
(𝑥!!, 𝑥!", 𝑥#!, 𝑥#") ≥ 0

𝑎!" = min 𝑥!"
𝑥!! +𝑥!" = 72− 24 = 48
𝑥#! +𝑥#" = 116− 38 = 78
𝑥!! +𝑥#! = 98− 40 = 58
𝑥!" +𝑥#" = 110− 42 = 68
(𝑥!!, 𝑥!", 𝑥#!, 𝑥#") ≥ 0

𝑎!" = max 𝑥!"

and

• 1次秘匿したセルの値の可能範囲がしきい値t以上であることが
必要

• 変数間の依存関係のチェックだけでは不十分



Rによる説明資料も作成する
秘匿処理ツールの開発
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P1 P2 P3

M1 150 15 0

M2 72 20 11

M3 38 38 1

テーブル

• 度数閾値
• 行／列占有度閾値
• 秘匿インターバル閾値

安全基準パラメータ

P1 P2 P3

M1 NA 15 NA

M2 72 20 11

M3 NA 38 NA

2次秘匿テーブル等
の結果オブジェクト

出力データ

秘匿処理
関数

入力データ

• 度数表
• 一次秘匿テーブル
• 秘匿セルのインターバル

説明資料

• 今後はオンサイト施設への展開を目指す
• 一部機能は、「簡易集計システム」で既に提供


